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まえがき
  針葉樹素材の品等区分は節、曲、木口割、目まわり腐、其他（欠け、きず、あな、枯材、
胴打、ねじれ入皮、あて、変色）等によって品等の格付がなされていることは言うまでも
ないが、なかでも最も大きな因子は節であり、素材特に針葉樹の大部分が節によって品が
決定されている。製材も亦節によって殆ど決定されると思われるので素材の節によって格
付された各等級から製品に表われる節の占める材積がどのような比率になっているか、又
木取上の参考にもしたいので調査した結果を簡単にまとめて見た。
摘要
  試験材として針葉樹素材（えぞまつ）長級 12 尺径 1尺 3 寸～1 尺 8 寸までのもの平均石
廻り 2.5 石のものについて各等級 10本宛下記旧素材規格表（節の項のみ摘要）によって調
査を進めた。

節による品等区分
  注  節についての昇格規定を適用せず

測定結果
  節の材積計算の基準は、一般建築材の使用に基づき原木に即して挽立てした場合、材の
４辺に表われた節の容積を集計した。次表はその方法によって各素材毎に等級別に区分し
まちめた結果である。

第一表
注  1  板の場合は木表における節の大きさ厚板、挽角挽割は木表、木裏の節の平均径
2 節の直径は生節、死節を問わずそのｼ実寸、流れ節等長短径の差の甚だしきものは
   その平均径によった。
  次に資材品等別による製品に含まれた節の容積（素材 1 本当り）について見ると第 2 表
の様になった。



第二表
  以上試験材から 30 本からの品等形量各歩止りは第三表の結果となった。

第三表

むすび
  第一表によると、製材に表われる節の表面積は勿論木取法によって多少異るが、素材に
対する製品に含まれる節の容積は、鋸屑、廃材に含まれる容積を加算してⅠ等材 4.34％、
Ⅱ等材 9.94％、Ⅲ等材 18.2％となり各等級毎の率は概ね 1：2：4となる。
  以上の数字によって各等級別の含節量は可成りの差が認められるが、そのことは当然製
材する際の木取り其の他に直接大きく響いてくるわけである。尚今回はえぞまつについて
のみの調査であった。又なら其の他の樹種について各材面（四材面）毎の調査等も行いた
いと考えているが、之等のことが製材の木取法に幾分なりと参考になれば幸甚である。
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